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V 一ゼ 系中 の 他の 酵素に つ い て 2 ， 3の 檢討を加えた

結果 に つ い て逋べ た．

15．Saca加 romyces 　7りuxii における簾糖

　　蠍酵性の 檢討 （續報 ）

　　阪大工 學部囃 　　　　照井堯造○佐瀬　勝

　前回 （農化大會1954年 4 月⊃は ， 蔗糖醸酵性 が問題

となつ て い る S．rouxii の 適懸的蔗糖醸醒を麦 配す る

榮養因子 の
一

つ と して ア ス パ ラ ギ ン 酸 の 重婆性 を指摘

した が ， 今回は適懸に お ける培地組成 に 2 ，
3 の 檢討

を加え ，
ア ス パ ラ ギ ン 酸 rich で ある事 の 他 に普通 の

酵母用合成培地 に 含有 され る よ り も遙 か に多量 の ビ オ

チ ン が 適憑 の た め に 要求 され る事 を認 めた．これ 等 有

効因 子 の 代替性や他の ア ミ ノ 酸及び 生長素 の 關係 に つ

い て も檢討 した 黼果 を報告 し た．

14．徽胞子の代謝生理 （績報 ）

　　阪大工墨部醗酵　　　 照井堯造 0 斃月　務

　さきに 麹菌胞 子 の 發芽 と呼吸力及び呼吸 卒 との 關係

に つ い て 報告 したが ，今 回 は 黴 胞 子 發 芽 に お け る榮瀁i
婆求の 問題 を取扱 い

，
C 源 N 源等 の 他に生長素嬰求に

つ い て 數髷の 菌を用い て 調査 し ， 更 に胞子 發芽と菌種

發 育との 榮賽要 求の 差異 に つ い て も2
， 3 の 檢討 を加

えた．

　15，生活酵母 チマ ー ゼ系の 安定化につ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（績報 ）

　　 耐 熱 性 と耐ア ル コ ール 性

　　阪脚 醗 彦　　　○力口藤敬香 ，　照井堯造

　生 活酵 母 チ マ 冖ゼ 系の 活性や 碾熱性 と培 養 phase ，

窒素含有醐 窒素飢餓の 状態等 との 關係 につ い て は 2

年前 （農化大 會） よ り報告 し て い るが，今回は 醸酵力

及 び Viabilityの 再撚 性と翩 ア ル コ ”・ノレ性 につ い て認

め た　mx 的な李行性を逑ぺ ，更に 以 上 の 諸因予 の 他 に
』

榮養條 件 並 び に 菌鐙處 理 時 の 醗酵基質の 存 在等 が 兩 種

耐性 に 及 ぼ す影響 に つ い て報告 した ．

　16．雛貪性酵母の蟇質利用に關する生 理學

　　　 的研究 （第5赧 ）

　　阪大 コニ學部 醸 響 　 　O 松 申昭一，照 井堯造

　酵母の 生菌 に 基質を興 え ， 之 を 酸化 させ る場 合 ，一

般 に基質濃度→ 齔 能 曲線 に 弸 して 2 種 の 型式 を 示

す．翩ち基質を ， Michaelis恆敬 km が 1　x 　1（trSMII

よ り小 さい 第 1 群 （グ リ ゴ ース
， 酢酸等 ）と ， 1 × 10

『2

（　4ab　）
’

M ！1 よ り：たきい 第 2群 （コ ハ ク 酸，フ
1
マ ール 酸等 ） と

に 分 け 得 る． Torula 　utitis に お い て こ の 現象は特 に
』

到然 とし て お り，且 第 2 群 に 獨する最大酸化能は 第 1

群 の そ れ に匹 敵す る程大 と な り得 る の で ，
．本 菌を用 い

特 に基質透過 性 の 問 題 と關係 づ け て 研究 し た結果 夕 報

告 した．

　17．清酒醸造 とビタ ミンB 群 （釦 報）

　　清 酒酵母 の 増殖 に お け る ビ タミン 嬰求

　　姫踏コ：大應討匕，　京プごコニ｛匕　　　粛畠　　井　　三 　　良B

　　谷酒造本店 ， 京大工化 O 谷喜雄，岸部忠信

　清酒酵母壇殖 に獨す る ビ タ ミ ン の 効果 を知 る月的 で

酵母法 に よ る ビ タ ミ ン の 微生物定量 法 に 準 じて ， 糖濃

度 （5及 び20％ ），窒 素源 （硫安，カ ゼ イ ン 水解物及 び

ア ミ ノ 酸） の 各條件 に つ き檢討 した．協會 7號酵母を
』

供試菌 と し ， 接種菌數を最絡培地 1cc 中約 4，000 個 と

した 場合 ， ω ビ タ ミ ン 添加培地 （B1，B2tB6 國 ナ ィ

ァ シ ン （NA ），
ピ 才 チ ン （Bi）， イ ノ シ トール （恥 ），

パ ン トテ ン 酸 （PA ⊃， （PABA ） で は約10時間 で 相當墸

殖 が起 り速や か に 最大増殖 に 達 す る ．之 に 反 し ビ タ ミ

ン 欠如培地 で は ，
N 源が ア ミ ノ 酸又は カ ゼ イン 水解物

の 時 に は 90時間後 も繁殖 せ ず ， 硫安 で は 約40時間後 よ

り始 め て 贋殖 が 起 る．

　C2）全 ビ タ ミ ン よ り PA を除け ば ， ビ タ ミ ン 無添加 と

同様の 經過 を辿る．Inを 除けば増殖 速度が孚 減す る．

ビ タ ミ ン 欠 如 培 地 に PA を單 獨 添加 す れ ば 増 殖 が 起

るが 完全培地 に比 し速度は 小 さい ．他 の ビ タ ミ ン の 單

獨添加は 無効 で あ るが ， PA 存在時に は Bl ，
　 Bi， 叉

は Ihは 補足促進効果 を有 し ，

’
PA ＋ B ：．＋ Bi＋In で 完

全 培地 と同一の 壇殖効果 を示 す．更 に PA 量 と増殖 速

度 ，
7 驍酵母の ビ タ ミ ン 合成能等 に つ き實驗 した結果

も併せ て 報 告 し た．．

　18．清酒醸造 とビタ ミン B 群 （第2報 ）

　　瀋酒鰻造時 に 於け るB 群 ビ タ ミ ン （其の D

　　姫路〕〔大應 イ匕量　京大工 イ匕　　　幅
’
井 　　三　　良「S

　　谷 酒 造本店 ， 京大工化　 谷喜雄○岸部忠信

　前報 に お い て 7號酵母が ，PA 及 び In を要求す る

事 を述 ぺ た が ，清酒醸造 の 各過程 に お け る PA ，
　 In，

ビ ォ チ ン
，

B6 篳 の ビ タ ミ ン 類 の 濃度 を定量 した 結果

と考え合わせ て 若干の 考察 を述 ぺ t．一．

19，清酒 酵母の 研究　（第7報 ）

清 潸酵母 の 耐酒 精 性 に就 い て

辰 馬本家酒造 KK 　　井 上貞三 〇高 岡群夫
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